
1992年出上の木簡
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
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跡

・
官
衛
跡
か

６
　
逮退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
以
降

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

六
大
Ｂ
遺
跡
は
、
伊
勢
平
野
の
ほ
ぽ
中
央
部
、
津
市
衛
地
か
ら
北
北
西
へ
約

五
血
の
、
志
登
茂
川
支
流
毛
無
川
の
左
岸
に
位
置
す
る
。
丘
陵
を
換
ん
で
南
方

四
ｈ
の
安
濃
川
流
域
に
は
、
弥

生
時
代
の
拠
点
的
集
落
で
あ
る

納
所
遺
跡
が
あ
る
。
遺
跡
の
立

地
は
、
毛
無
川
に
向
か
っ
て
緩

く
傾
斜
す
る
沖
積
地
で
↓
標
高

七
を

一
一
ｍ
前
後
を
測
り
、
付

近

一
帯
に
は
水
田
が
広
が
る
。

六
大
Ｂ
遺
跡
の
調
査
は
、
国

道
二
三
号

′ミ
イ
パ
ス
。
中
勢
道

路
の
建
設
に
伴
う
緊
急
調
査
で
あ
り
、　
一
九
八
八
年
度
は
三
重
県
教
育
委
員
会

が
、　
一
九
八
九
年
度
か
ら
は
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

昨
年
度
ま
で
の
調
査
で
、
遺
跡
が
南
北
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
以
上
の
範
囲
に
広
が
る
こ

と
、
弥
生
時
代
以
降
の
全
時
代
に
わ
た
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
主
要
な
遺
構
と
し
て
奈
良
を
平
安
時
代
に
わ
た
る
掘
立
柱
建
物

群
が
あ
り
、
大
型
掘
立
柱
建
物
を
中
心
と
す
る
建
物
群
の
配
置
に
は
計
画
性
が

窺
わ
れ
る
。
全
体
的
に
遺
物
の
出
土
量
は
多
く
、
遺
跡
の
性
格
を
示
す
出
土
遺

物
と
し
て
、
多
量
の
緑
釉
陶
器
、
円
面
硯
、
和
同
開
弥
銀
銭
、
石
帯
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

今
回
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
群
よ
り
西
側
の
地
区
で
、
東

西
方
向
に
走
る
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約
四
〇
側
の
溝
で
あ
る
。
遺
跡
の
中
心
か
ら

や
や
西
寄
り
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、
高
台
を
も
つ
須

恵
器
杯
、
暗
文
の
認
め
ら
れ
る
土
師
器
皿
な
ど
が
あ
る
。
木
筒
の
ほ
か
、
こ
の

溝
か
ら
は
木
製
遺
物
の
出
上
が
あ

っ
た
が
、
多
く
は
自
然
木

（枝
等
）
で
あ
る
。

溝
の
時
期
は
、
須
恵
器
杯
か
ら
判
断
し
て
八
世
紀
後
半

（奈
良
時
代
末
）
に
比
定

で
き
、
木
簡
も
こ
の
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
し
た
木
簡
は

一
点
で
、
他
に
は

一
三
世
紀
後
半
の
井
戸
か
ら
木
筒
状
の

木
製
品

一
点

（〇
三
二
型
式
）
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

(津西部・津東部)



①
　
。
「日
日
日
日
日
日
日
日
日
――
日
日
日
口
日
日
日
日
日
日
Ｅ

名
日
Ｈ
日
回
□
□
十
回
年
十
月
七
日
〔剛
前
東
人
」
や
∞
卜
×
〕
∞
Ｘ
伽
　
Ｏ
μ
ド

形
態
的
に
は
、
短
冊
型
で
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
れ
ば
、
表
面
の
上

端
と
下
端
近
く
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
不
能
で
あ
る
。
全
体
に
火
を

受
け
、
炭
化
し
て
い
る
。
裏
面
は
下
半
部
が
判
読
可
能
で
あ
り
、
年
月
日
と
人

名
が
読
み
と
れ
る
。
内
容
は
判
然
と
し
な
い
が
、
日
付
の
下
の
人
名
は
文
書
木

筒
の
差
出
者
と
判
断
し
、
こ
れ
を
裏
面
と
考
え
た
。
「十
」
の
前
に
は
年
号
が
、

「年
」
の
前
に
は
数
字
が
入
る
も
の
と
思
わ
れ
、
数
字
に
関
し
て
は

「
四
」
か

「
ご

の
可
能
性
が
高
い
。

本
遺
跡
の
所
在
す
る
窪
田
の
地
は
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
に

「伊
世
国
奄
伎

郡
久
菩
多
里
」
と
み
え
る

（『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
一
一一
。
律
令
制

下
に
お
け
る
地
方
の
下
級
官
衝
の
存
在
を
思
わ
せ
る
建
物
群
の
構
成
と
、
多
量

の
遺
物
の
出
土
に
加
え
、
木
筒
の
出
土
は
、
本
遺
跡
が
官
衝
跡
で
あ
る
可
能
性

を
よ
り
高
め
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
木
筒
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
寺
崎
保
広
、

渡
辺
晃
宏
両
氏
に
ご
毅
示
を
得
た
。
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